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「東海ナガレ」の色彩変異個体

KPM-NI 23771, 体長 40.2 mm

瀬能  宏 撮影
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　愛知県の東部から静岡県の西部にか

けての地域には、 西日本を中心に分

布するナガレホトケドジョウと形
けいたい

態的
てき

に

は見分けがつかないにもかかわらず、

遺
い で ん

伝的
てき

には東北地方から近畿地方に

分布するホトケドジョウに近
きんえん

縁なホトケド

ジョウ属魚類が生息しています。 この

魚は、現在日本から知られるホトケドジョ

ウ属の第 5 番目の種である可能性もあ

り、 仲間内では 「東海ナガレ」 と呼ん

でいます。

　今回、 愛知県内の 1 河川において、

この魚の色
しきさい

彩変
へ ん い

異が 3 個体発見されま

した。 自然界において目立つ色彩変

異個体は、 捕
ほ し ょ く

食されやすく、 生き残る

ことが難しいと言われています。 そのた

めきわめて稀
まれ

な存在ですが、 同じ河川

で複数個体が発見されたのは、 この魚

がヤマメやイワナが生息していない河

川の上流部に生息し、 夜行性で鳥類

に襲
おそ

われる危険も少ないからと思われ

ます。 これまで報告されたナガレホトケ

ドジョウとホトケドジョウの色彩変異は、

頭部周辺に色
し き そ

素の異常がみられました

が、 「東海ナガレ」 の 3 個体中 2 個体

も興味深いことに同様でした。


